
区分 　月　日　（曜） 順序 時間（予定） （　会　　派　）

会
派

質
疑 １ 10:20頃～10:50頃 山 内 涼 成 議員 ( 日 本 共 産 党 )

１ 10:50頃～11:20頃 田 仲 常 郎 議員 ( 自 由 民 主 党 )

２ 11:20頃～11:50頃 奥 村 祥 子 議員 ( 自 民 の 会 )

３ 13:00～14:00 中 島 隆 治 議員 ( 公 明 党 )

４ 14:00～14:30 河 田 圭一郎 議員 ( ハートフル北九州 )

５ 14:45～15:45 石 田 康 高 議員 ( 日 本 共 産 党 )

６ 15:45～16:45 吉 村 太 志 議員 ( 自 由 民 主 党 )

７ 10:00～10:30 讃 井 早智子 議員 ( ふ く お か ネ ッ ト )

８ 10:30～11:00 村 上 さとこ 議員 ( 村 上 さ と こ )

９ 11:00～11:30 日 野 雄 二 議員 ( 自 民 の 会 )

１０ 11:30～12:00 藤 元 聡 美 議員 ( 日 本 共 産 党 )

１１ 13:00～14:00 冨士川 厚 子 議員 ( 公 明 党 )

１２ 14:00～14:30 三 宅 まゆみ 議員 ( ハートフル北九州 )

１３ 14:30～15:00 佐 藤 茂 議員 ( 自 民 の 会 )

１４ 15:15～15:45 木 下 幸 子 議員 ( 公 明 党 )

１５ 15:45～16:15 出 口 成 信 議員 ( 日 本 共 産 党 )

１６ 10:00～10:３0 浜 口 恒 博 議員 ( ハートフル北九州 )

１７ 10:30～11:00 渡 辺 修 一 議員 ( 公 明 党 )

１８ 11:00～11:30 高 橋 都 議員 ( 日 本 共 産 党 )

１９ 11:30～12:00 福 島 司 議員 ( ハートフル北九州 )

２０ 13:00～13:30 木 村 年 伸 議員 ( 自 民 の 会 )

２１ 13:30～14:00 奥 村 直 樹 議員 ( ハートフル北九州 )

２２ 14:00～14:30 田 中 光 明 議員 ( 日 本 共 産 党 )

２３ 14:30～15:00 大久保 無 我 議員 ( ハートフル北九州 )

２４ 15:15～15:45 中 村 義 雄 議員 ( ハートフル北九州 )

12月６日（金）

一

般

質

問

発　言　順　序　表　（令和元年12月定例会）

　　発　　言　　者

12月４日（水）

12月５日（木）



発 言 項 目 表 
会派質疑 

一般質問 

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

１ 山内 涼成 

一 

問 

一 

答 

30分

北九州市職員の給与に関する条例の一部改正について 

・ 初任給について 

・ 55歳以上の職員の賃金について 

北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の教職員の給

与に関する条例の一部改正について 

 ・ 教職員の長時間労働の改善について

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

１ 田仲 常郎 

一 

問 

一 

答 

30分

１ 民間救急搬送サービスの充実について 

２ ドローンの活用について 

３ 地域食材のブランド化について 

４ グランピング施設の誘致について

２ 奥村 祥子 

一 

問 

一 

答 

30分

１ 乳がん検診について

２ 新生児聴覚検査事業について

３ 乳児用液体ミルクの備蓄について

４ 現場での熱中症対策について

３ 中島 隆治 

一 

問 

一 

答 

60分

１ 東アジア文化都市2020北九州について 

２ リニューアル後の文学館について 

３ ウェールズとの今後の交流について 

４ 認知症の総合的な支援について 

（１） 民間保険を使った事故救済制度の導入について 

（２） 若年性認知症の社会参画について 

５（仮称）平和資料館を生かした平和事業について 

６ 八幡西区の歴史ある町の保存について 

（１） 木屋瀬地区の町並み保存について 

（２） 宿場踊りについて 

（３） 石炭産業の遺構について

（令和元年12月４日）



※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。 

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

４ 河田圭一郎 

一 

問 

一 

答 

30分

１ SDGsの啓発について 

２ 高齢者の生きがいづくりについて 

３ 高齢者に対する防火対策について 

５ 石田 康高 

一 

問 

一 

答 

60分

１ 公契約条例 

２ 子育て支援策 

① 国保に於ける子どもの均等割保険料の減免 

② 子ども医療費支給制度の改善 

③ 厚労省の公立・公的病院統合方針への対応 

３ 折尾駅周辺開発 

４ 下関北九州道路 

５ ハンセン病に対する偏見・差別の解消 

６ 吉村 太志 

一 

問 

一 

答 

60分

１ ＩＲ誘致に向けた検討について 

２ ユニバーサルデザインタクシー等福祉車両の助成制度

創設について 

３ 農業振興について 

４ 市立体育館への空調設備の整備について 

５ 連携中枢都市圏構想について



発 言 項 目 表 
一般質問 

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

７ 讃井早智子 

一 

問 

一 

答 

30分

① IR（統合型リゾートの誘致）の弊害について 

・ カジノよりも、子ども・若者の、健全な育成のための

施策を。 

② 食と農を守るための提案 

・ 遺伝子組み換え食品、ゲノム操作食品、種子法廃止に

ついての周知・啓発について等。 

８ 村上さとこ 

一 

問 

一 

答 

30分

SDGsと気候非常事態宣言都市について 

・ 喫緊の課題である気候変動に本市はどう対応していく

のか。 

・ 気候非常事態宣言都市となり、さらなる取り組みを進

めるべき。 

認知症の事故補償について 

・ 多くの自治体が導入する「認知症の人の事故に対する

保険、補償制度」を本市でも導入できないか。 

黒崎駅における観光バス乗降の利便性について 

・ 増加する観光バスについては決まった停留所がない。

多くのバスが一時停止で対応しているが、足場が悪く交

通量も多く危険性が高い。インバウンド対策のためにも

乗降場の整備が必要。 

９ 日野 雄二 

一 

問 

一 

答 

30分

１ 子育て支援と児童虐待防止について 

２ 門司港レトロ・和布刈地区の観光振興プランについて 

３ 連合音楽会・陸上記録会等の開催終了・縮小について 

10 藤元 聡美 

一 

問 

一 

答 

30分

１ 学校給食費の値上げ問題 

 ・ 給食費値上げ分は、市が助成を行なえ。 

２ 新科学館移転計画について 

・ 教育普及施設は市有地にこそ建設すべき。 

・ 直営とし、学芸員を配置して科学教育の拠点に。 

３ 加齢性難聴者に補聴器購入の助成を 

（令和元年12月５日）



※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。 

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

11 冨士川厚子 

一 

問 

一 

答 

60分

１ ＴＧＣ北九州について 

２ 小倉城のにぎわいづくりについて 

３ ＳＤＧs先進都市を目指して 

４ 不登校児童生徒への支援について 

５ 就職氷河期について 

６ 本市と釜石市との交流について 

７ 不妊で悩む女性の支援について 

12 三宅まゆみ 

一 

問 

一 

答 

30分

１ 戦略的な予算と広報について 

２ 人にやさしいまちづくりについて 

３ 若松区のまちづくりについて

13 佐藤 茂 

一 

問 

一 

答 

30分

１ 受動喫煙防止対策について 

２ ふるさと納税について 

３ 矯正施設出所者の社会復帰について 

14 木下 幸子 

一 

問 

一 

答 

30分

① IRの議論におけるギャンブル依存症対策について 

② 使い捨てプラスチックの使用削減と適正処理に向けた

本市の取り組みについて 

③ 高齢者肺炎球菌ワクチンの定期予防接種率向上につい

 て 

15 出口 成信 

一 

問 

一 

答 

30分

ごみ袋料金の引き下げを 

 ・ 厳しい社会情勢を考慮してごみ袋料金の値下げを 

非核平和都市宣言にふさわしい平和施策を 

・ 市民センターへの「非核平和都市宣言」のパネル掲 

示は市民の目に留まる場所に掲示するように改善を 

・ （仮称）平和資料館の展示・運営に関しては市民の意

見を十分に反映させ、広島及び長崎の原爆資料館などを

参考にすること 

・ 「非核平和都市宣言」は、（仮称）平和資料館の正面 

に掲げること 

生活保護申請時の急迫保護の判断について 

・ 生活保護申請時の急迫保護の判断は誰がするのか 

生活保護受給の子育て世帯の自家用車保有・使用要件の緩和

を 

・ 本市は生活保護受給の子育て世帯の自家用車保有・ 

使用要件の緩和を国に要請を 



発 言 項 目 表 
一般質問 

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

 16 浜口 恒博 

一 

問 

一 

答 

30分

１ 交通政策について 

① 地域が主体となった生活交通の確保について 

② 超小型電気自動車のシェアリングサービスについて 

２ ユニバーサルデザインタクシーの普及促進について 

３ クールビスについて 

17 渡辺 修一 

一 

問 

一 

答 

30分

１ 高齢者の就労支援について 

２ 地域防災力の向上について 

３ 公共交通の利便性向上について 

18 高橋 都 

一 

問 

一 

答 

30分
１ 門司港地域複合公共施設整備事業について 

２ 災害対策について 

19 福島 司 

一 

問 

一 

答 

30分
１ 子育てふれあい交流プラザについて 

２ 学校支援地域本部事業のあり方について

20 木村 年伸 

一 

問 

一 

答 

30分
１ 北九州市民球場の改修について 

２ 年長者いこいの家について

（令和元年12月６日）



※ 都合により、発言項目が割愛される等の変更が生じる場合があります。 

順序 発 言 者 区分 時間 発  言  項  目 

21 奥村 直樹 

一 

問 

一 

答 

30分

１ スマート自治体に向けた取り組みについて 

 ・ 実証実験への参加について 

・ 税金納付のキャッシュレス決済について 

・ 公共施設予約システムのネット決済について 

２「kitakyushu-City Free Wi-Fi」の市民利用について 

３ スマートフォンに関するフィルタリング機能の推進に

ついて 

22 田中 光明 

一 

問 

一 

答 

30分

１ 教育問題 

① 正規教員と常勤講師の給与格差について 

② 非正規教員の採用試験における学科試験の免除に 

ついて 

③ 「１年単位の変形労働時間制」について 

２ 市営住宅 

 ・ ＤＶ被害者の市営住宅一時使用について 

23 大久保無我 

一 

問 

一 

答 

30分

１ ヘルプマークについて 

・ ヘルプカードの配付だけでは、障害が分かりにくい人

への配慮は進まないので、ヘルプマークを配付すること

について 

２ 安全・安心のまちづくりについて 

・ 工藤会本部が撤去されたことを受けての本市の所感

と、北九州市安全宣言について 

３ 本市の治安と情報発信について 

・ 本市ＨＰを初め、ＳＮＳなどの活用について

24 中村 義雄 

一 

問 

一 

答 

30分
１ 自然災害対策について 

２ シティプロモーションについて


